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1．はじめに 

 2021 年に近畿大学九州短期大学研究紀要の中で発表した「マーブ

リングと墨流しを用いた作品制作の一考察」¹において、マーブリン

グや墨流しの技法を用いることにより模様や色彩から想像力を促し、

様々な想像を広げ、絵を描く手助けとなるのか調査した。調査した

結果それぞれの技法を用いた作品制作の中で共通点と相違点がある

ことが分かり、共通点はどちらの技法とも模様などから魚や鳥など

動物を想像しやすいことが分かった。相違点は、マーブリングはそ

の鮮やかな色彩から絵を描くきっかけを想像しやすい事が分かり、

墨流しの模様は無彩色であるため、その模様の形から想像して絵を

描く割合が高いことが分かった。ただ、前回の墨流しの調査数とし

ては少なく調査数を増やし、無彩色である模様からどんな想像をし

たのか、技法を体験した感想や完成作品からの考察を報告する。 

本研究では、2021 年の研究をふまえて、2023 年 6 月～7 月にかけ

て著者が講師を務める福岡県立朝倉高等学校、久留米高等学校、浮

羽工業高校の生徒 130 名と 2023 年 7 月福岡教育大学教育学部の学

生 20 名、合計 150 名の協力のもと、墨流しを取り入れた授業や講義

の内容について分かった事について報告する。 

2．墨流しとは 

 日本には古く平安時代から墨流しという技法があり、『三十六人

家集』や『扇面法華経冊子』に見ることができる。『扇面法華経冊

子』の料紙には金銀の切箔、野毛、砂子を散らして加飾した上に墨

書きで法華経が書かれ、背景にはやまと絵を見ることができる豪華

で個性的な法華経である。²墨流しの模様は背景の空間上にほんのり

とある程度である。そこには主張してこない美しさがある。 

墨流しとは墨と油を使い、水面を利用して模様を作り出し、紙に

映し取る技法である。「平安時代の墨流しの模様には二つのモチー

フしかなかった。一つは風に吹かれた白い布が流れるように旗めく

模様、もう一つは野山に立ち上る煙がゆるやかに流れる模様である。」

³と紙の博物館初代館長の成田が書いたSuminagashiという論文の中

で述べている。生徒や学生が模様から発想した中で平安時代の 2 つ

の意味と共通する点があるのか後に発表する。 

3．墨流し体験や完成作品から 

 筆者は近畿大学九州短期大学の通信教育保育科教員として勤務す

る傍ら、福岡県立高等学校と福岡教育大学教育学部の非常勤講師と

して美術Ⅰや図画工作を担当している。高等学校では授業内で実施

した「墨流し模様のうちわを作ろう」の中から実施した内容の一部

の報告と、福岡教育大学教育学部の学生は墨流しの技法を体験し想

像して絵を描くという講義の内容、体験の様子や感想、模様から何

を想像したのかなど、完成作品やアンケートからの考察を報告する。 

 墨流しの実技では身近に手に入る材料を使用した。墨は墨汁、油

は食器用洗剤を使用し墨汁は本来の濃度で行った。洗剤は原液で使

用すると水面が洗剤に覆われて墨がつかなくなるので、20 分の 1 程

度に水で薄めた。墨や洗剤を付け、水面にのせるものとして綿棒を

用い、それぞれの液体を付けて実践し、3～4 名の班となり墨流しを

行った。墨流しを体験した生徒から「墨流しの模様は作ろうとして

出る模様ではなく偶然できるのがとてもおもしろいと思いました」

とか「（墨流し模様は偶然できるものなので）世界で 1 つだけの作

品というのがおもしろかった」など偶然できる模様の美しさに心惹

かれている様子を見ることができた。 

 次に、墨流しの模様から何を想像して何を描いたのか調査した。

例えば、空を想像して空を描くとして、何を表現しているのか鑑賞

者には分からないこともある。想像したものが何であるようにそれ

を思わせるものを描かせる事とした。自身で施した模様から何を想

像したものとして１番多かったのは「海」であった。150 名の中の

27 名(18％)が海を想像した。この結果を受けて、制作した時期も関

係していると考えた。6 月から 7 月にかけて体感的に暑さを感じな

がら制作した。更に技法に必要な水を利用しているために海を想像

しやすいのだろう。それに繋がるように、絵として描かれたものと

して１番多かったのは「魚類」で 150 名中 21 名(14％)であった。魚

類と言っても様々で金魚、鯉、飛び魚、タツノオトシゴなどが描か

れた。まず海を想像して次に魚類を連想している生徒学生が多いと

推測できる。海の中に生息する生き物（クジラ、イルカ、クラゲ、

タコ、イカを想像した生徒学生は 22 名いた）を含めるのであれば更

に多くの生徒学生が想像している。 

2 番目に多く描かれたものは「花」である。これは墨流しの特徴

的な曲線模様が関係していると思われる。くねくねとした模様から

朝顔のつる部分やバラのつるを想像し、朝顔の花やバラの花などを

描き足している生徒学生も多くいた。(20 名 13，3％）これらの事か

らある部分を墨流しの模様から見つけ、連想して独自に絵を描いて

いることが分かった。墨流しの模様から何も想像できなかった生徒

は 2 名であった。想像できなかったため自分の好きな絵を描いたよ

うである。感想から「模様からは難しかったので、夏が近いのでか

き氷を描いた」とあった。模様から想像し描きやすかったのかとい

う点からみると「模様から想像するのが楽しく、いつもより描きや

すかったと感じました」と感想があり、模様があることで白紙であ

るよりも想像が広がり普段思いつかないような表現に繋がることが

できたのではないかと思われる。 
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